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令和６年度 阿賀野川河川事務所の事業概要
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■阿賀野川中流部は蛇行区間となっており、古くから灰塚地区（10.0k～11.0k付近）、横越地区（13.0k～14.0k付近） 、中新田

地区（18.0k付近）を三大水衝部と位置づけ、対策工を実施

■灰塚地区ではベーン工、横越地区では水制工 、中新田地区では根固工（暫定）を実施

①灰塚地区
（ベーン工）

中新田地区
（根固工）

②横越地区
（高水敷造成）

三大水衝部位置図

水衝部対策
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蔵岡地区



蔵岡地区水衝部対策

灰塚地区下流左岸側の江南区蔵岡地区では、 H23.7出水後に3次元サイドスキャンソナーによる水中部の測量を実施した結果、左岸7.8k～
8.6kで部分的に深掘れの進行を確認
氾濫域には政令都市である新潟市を抱えるため、破堤による被害は甚大
平成２７年度補正予算より工事着手し、高水敷造成と護岸整備を実施中。あわせて、Ｒ2年度に河道掘削（河床整正）を実施。
経過観察を行いつつ、必要に応じて水制工設置などの流向是正対策の実施を検討する

水制工
高水敷
造成

護岸工

掘削工

蔵岡地区水衝部対策イメージ図深掘部の経年変化

河床状況（平成２７年測量結果）

埋土工

平成２７年９月洪水時の状況写真

破堤時の浸水範囲

蔵岡地区

蔵 岡 地 区
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羽越本線洪水防止連携整備事業

阿賀野川下流部の阿賀野市下里（さがり）地先は、JR羽越本線阿賀野川橋梁（大正元年完成）の橋桁の
高さが低いことから、現況堤防高が計画堤防高に対して約1.8m不足しており、流下能力のボトルネック
となっている。
阿賀野川下流部の流下能力向上対策として、JR東日本と連携した「羽越本線洪水防止連携整備事業」に
おいて、平成27年度より河道掘削及び橋脚保護を行うとともに、令和3年度に橋梁の部分架替を行った
上で堤防の高さを確保する特殊堤の整備等が完了し、事業が概成。

想定浸水家屋数 約4,800戸

【事業内容】
■河道掘削（約24万m3）
■橋梁の部分架替、特殊堤、堤防拡幅、
堤防護岸等

阿賀野川

橋梁部分架替・特殊堤の整備状況

R4.3撮影

【事業効果】
河道掘削により、河川整備計画の目標流量（馬下地点11,200m3/s）を安全に流下
ＪＲ橋梁の部分架替、特殊堤の整備により、整備前より約1.6m高い堤防高を確保

⇒氾濫危険水位や避難判断水位を現在より高い水位に見直すことにより、氾濫危険水位の超過 回数
が４割減少し、避難判断水位は５割減少するとともに、水防活動も大幅に削減

R4.4撮影

堤防断面不足
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観測所名 水防団待機水位 氾濫注意水位 避難判断水位
氾濫危険水位

（特別警戒水位）
氾濫する可能性の

ある水位
計画高水位

馬　下 19.65 m 20.15 m 22.00 m 22.80 m 24.48 m 24.40 m

善　願 12.80 m 14.00 m 14.50 m 15.10 m 16.24 m 16.13 m

5.80 m 6.50 m 10.02 m満願寺 8.20 m　 9.00 m　 9.82 m　

【新しい基準水位】Ｒ５年度以降

※「満願寺（右岸）」と「満願寺（左岸）」を「満願寺」に統一。「馬下」と「善願」は変更なし。



令和５年度 阿賀野川重要水防箇所及び水防倉庫巡視 開催概要
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■阿賀野川沿川の自治体等で構成する阿賀野川水防連絡会では、関係機関との情報共有を目的に、阿
賀野川の洪水時に危険が予想される箇所や水防倉庫等を関係機関合同で現地確認を行い、出水に備
えました。

■開催概要
実施日：令和５年６月８日（木）
参加機関：新潟県、新潟市、阿賀野市、五泉市、新潟市 各消防団・消防署、阿賀野市 消防本部、五泉市 消防本部

東北電力（株） 会津若松支社、東日本旅客鉄道（株）新潟支社、阿賀野川河川事務所

■巡視箇所 ※（●）はランクを指す ■巡視の様子

阿賀野市法柳 阿賀野市小松

阿賀野市下里（羽越本線鉄橋）

中新田災害対策機械等格納庫本所緊急資材備蓄倉庫

○胡桃山出張所管内
・横雲橋 （桁B、径）
・江南区小杉 （堤A、基A）
・本所緊急資材備蓄倉庫
・泰平橋 （桁B、径)
・松浜橋 （桁B、径）
・東区松浜町 （越A、水・洗A、堤B）
・北区濁川 （堤A）
・北区高森（越B）
・北区小杉 （堤B、基B）
・阿賀野市法柳 （堤A、基A、越B）
・阿賀野市深掘 （堤B）

○満願寺出張所管内
・阿賀野市下里 （越B）
・羽越本線鉄橋 （桁B、径）
・阿賀野市千唐仁 （基A）
・阿賀野市小浮 （基A）
・阿賀野市小松 （越A、越B）
・五泉市小流 （基A）
・五泉市渡場 （堤A、基B）
・五泉市三本木 （堤B）
・羽下大橋 （桁A、径）
・秋葉区金屋 （堤A）
・秋葉区中新田 （水・洗A、越B、堤B、基B）
・中新田災害対策機械等格納庫

●重要水防箇所とは・・・
洪水時に危険が予想され、重点的に巡視点検が必要な箇所をいい
「重要水防箇所」には、
•Ａ：水防上最も重要な区間
•Ｂ：水防上重要な区間
•要注意区間
の３ランクがあり、堤防の高さや洪水流下のための断面、堤防からの漏水等
の観点から指定されます。

※ 凡例 越：越水 堤：堤体漏水 基：基盤漏水
水・洗：水衝・洗掘 桁：桁下高不足 径：径間長不足

新潟市東区松浜町



・市町村向けサービスでは、
６時間先までの予測水位を
確認可能。

・主要地点のリアルタイム映
像（河川監視カメラ）を確認
できる。

・左右岸それぞれ200m毎に、

現在の水位（５段階評価）を
確認可能。

「水害リスクライン」は、概ね２００ｍ毎の水位の計算結果と堤防高との比較により、左右岸別に上流
から下流まで連続的に洪水の危険度を５段階に色分けして表示することが可能なシステムとなっており、
より身近な箇所の危険度を把握することができます。
さらに、市町村向けサービスでは６時間先までの水位予測が確認可能となっています。

(一般向け) ※水位予測表示なし

※市町村向けURL、ID、パスワードが
不明の場合はお問い合わせください。

水害リスクラインによる水位情報の提供（市町村向け）
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阿賀野川水系流域治水プロジェクト【流域治水の具体的な取組】
～会津から越後まで流域一体となった被害軽減に向けた治水対策の推進～
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